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人
事
案
件
の
諮
問

◎
中
井
町
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例

　
国
家
公
務
員
の
給
与
減
額
支
給
措

置
を
踏
ま
え
、
平
成
25
年
蓼
月
か
ら

平
成
26
年
蔬
月
ま
で
の
間
、
職
員
の

給
料
月
額
と
期
末
手
当
、
勤
勉
手
当

等
を
蔟
％
、
管
理
職
手
当
を
10
％
減

額
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
の
給

与
減
額
の
総
額
は
、
約
蔗
蔕
蓴
蓴
万

円
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
特
別
職
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
給
料
月
額
か
ら
町
長
30
％
、
副

町
長
14
％
、
教
育
長
蓼
％
を
減
額
し

て
お
り
、
期
末
手
当
に
お
い
て
も

町
長
20
％
、
副
町
長
10
％
、
教
育
長

蔕
％
の
減
額
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◎
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
第
蔕
分
団
に
配
備
し
て
い
る
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
が
16
年
を
経

過
し
た
こ
と
か
ら
、
更
新
を
し
た
。

　
今
回
可
決
し
た
補
正
予
算
は
次
の

と
お
り
。

　
中
井
町
の
給
水
エ
リ
ア
で
あ
る
平

塚
市
遠
藤
原
地
区
の
工
事
負
担
金
及

び
配
水
管
整
備
工
事
費
で
、
平
塚
市

の
負
担
に
よ
る
蔔
蓴
蓴
万
円
を
追
加

し
た
。

一
般
会
計
の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　
内
容
は
、
法
人
町
民
税
法
人
税
割
の
還
付
金
、
蔗
億
蓼
蓴
蓴
蓴
万
円

の
追
加
で
、
総
額
は
38
億
蕣
蓼
蓴
蓴
万
円
と
な
っ
た
。

第
2
回
臨
時
会
　

（
蓼
月
蔬
日
）

◎
中
井
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び

期
末
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例

　
平
成
25
年
蓼
月
か
ら
平
成
26
年

蔬
月
ま
で
の
間
、
職
員
給
与
と
同

様
に
、
議
員
の
報
酬
月
額
を
蔟
％
、

期
末
手
当
を
蔟
％
減
額
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
25
年
度
議

会
議
員
の
削
減
額
は
、
報
酬
蔗
蔬

蔬
万
円
、
期
末
手
当
34
万
円
と
な

り
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
に

　
　
相
原
　
實
氏
（
再
任
）

　
　
曽
我
武
雄
氏
（
新
任
）

　
　
　
を
適
任
と
し
ま
し
た
。

条
　
　
例

議
員
提
案

水
道
事
業
会
計

議 案 等 審 議 の 結 果
件　　　　名 月　日 審議結果 件　　　　名 月　日 審議結果

6月7日
議会運営委員会
閉会中の継続審査

6月7日
総務経済常任委員会
閉会中の継続審査

6月7日
文教民生常任委員会
閉会中の継続審査

行政報告

人権擁護委員の推薦につき
意見を求めることについて

人権擁護委員の推薦につき
意見を求めることについて

報　　告議員派遣結果報告について

議会運営に関する事項

所管事務の調査について
　⑴　こども園開設に向けて
　⑵　地域包括支援センターに
　　ついて

6月4日

6月4日

中井町職員の給与の特例に関
する条例

一般質問

平成24年度中井町一般会計繰
越明許費繰越報告について

平成25年度中井町水道事業
会計補正予算（第1号）

中井町議会議員の報酬及び期
末手当の特例に関する条例

物品購入契約の締結について
（平成25年度小型動力ポンプ
付積載車購入）

適　　任

適　　任

所管事務の調査について
　⑴　農業問題について
　⑵　交通対策について
　⑶　町の土地利用について

※議長は採決に加わりません。
　（各議員の賛否は町のホームページに掲載しています。）

6月7日
原案可決
(賛成7反対6)

6月7日
原案可決
(賛成全員)

6月7日
原案可決
(賛成全員)

6月7日
原案可決
(賛成全員)

6月7日 報　　告

6月7日

6月7日

6月7日

　
平
成
25
年
第
2
回
中
井
町
議
会
定
例
会
を
6
月
4
日
に
開
会
し
、
会
期
を
4
日
と
し
た
。
町
か
ら
行
政
報
告
を
受

け
、
条
例
の
制
定
1
件
、
物
品
購
入
契
約
の
締
結
1
件
、
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
報
告
も
受
け
た
。
ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
の
諮
問
2
件
も
適
任
と
し
た
。

　
議
会
で
は
、
中
井
町
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
期
末
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例
制
定
の
議
員
提
案
を
行
い
、
可
決

し
た
。

　
一
般
質
問
は
6
名
の
議
員
が
9
問
に
わ
た
り
行
っ
た
。

６　

月　

定　

例　

会

条
　
　
例

物
品
購
入
契
約

補
正
予
算
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今
回
の
職
員
給
与
の
減
額
支
給
措

置
は
、
復
興
財
源
に
充
て
る
た
め
削

減
し
て
い
る
国
家
公
務
員
の
給
与
水

準
に
合
わ
せ
よ
と
の
、
国
か
ら
の
要

請
で
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
な
い
地
方

自
治
体
に
は
地
方
交
付
税
の
削
減
を

行
う
と
、
事
実
上
強
制
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
日
本
再
生
、
公
務
員
給

与
削
減
、
多
く
の
人
が
う
な
ず
く
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
中
央
集
権
化
を

推
し
進
め
る
や
り
方
で
す
。
そ
の
証

拠
に
、
総
務
省
は
、
一
律
横
並
び
を

好
む
、
私
た
ち
の
心
を
見
透
か
す
よ

う
に
、
給
与
削
減
の
取
り
組
み
状
況

を
随
時
公
表
し
、
国
と
地
方
の
関
係

は
、
明
ら
か
に
主
と
従
の
関
係
で
す
。

　
地
方
自
治
体
は
、
な
お
、
民
間
格

差
の
是
正
な
ど
と
向
か
い
合
い
な
が

ら
、
給
与
削
減
等
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
事
実
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
今
回
の
よ
う
な
削
減
は
、

本
質
的
な
行
財
政
改
革
と
は
一
線
を

画
す
る
も
の
で
あ
り
、
不
本
意
な
減

額
は
、
職
員
の
働
く
意
欲
を
も
奪
い

か
ね
な
い
と
懸
念
し
ま
す
。

　
本
町
も
特
別
職
の
減
額
措
置
な
ど

財
政
削
減
の
努
力
を
続
け
、
ま
し
て

不
交
付
団
体
を
長
く
続
け
て
き
て
お

り
、
実
直
堅
実
に
財
政
運
営
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
本
町
は
、
独

自
の
し
か
も
本
質
的
な
主
張
が
で
き

る
数
少
な
い
地
方
自
治
体
の
一
つ
で

あ
り
、
今
こ
こ
に
削
減
反
対
と
明
確

に
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
は
、
地
方

と
国
の
関
係
に
お
い
て
、
小
さ
く
て

も
重
要
な
指
標
に
な
る
と
考
え
、
本

案
へ
の
反
対
の
討
論
と
し
ま
す
。

　
国
家
公
務
員
の
給
与
は
、
人
事
院

の
勧
告
を
受
け
て
改
定
す
る
と
決
め

ら
れ
て
い
る
法
律
を
無
視
し
て
、
民

主
、
自
民
、
公
明
蔬
党
は
、
7.8
％
の

大
幅
な
国
家
公
務
員
給
与
削
減
法
案

を
提
出
し
、
地
方
公
務
員
の
賃
下
げ

条
項
を
附
則
に
加
え
可
決
さ
せ
た
。

　
公
務
員
の
給
与
削
減
は
、
約
蔔
蓴

蓴
万
人
の
給
与
に
波
及
し
、
民
間
賃

金
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
ま
し
た
。

公
務
員
給
与
の
削
減
が
民
間
賃
金
の

削
減
を
招
き
、
そ
れ
が
ま
た
公
務
員

給
与
の
引
き
下
げ
を
招
く
と
い
う
悪

循
環
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
公
務
員
と
民
間
の

賃
下
げ
競
争
を
も
た
ら
し
、
内
需
を

さ
ら
に
縮
小
さ
せ
、
デ
フ
レ
の
悪
化

を
招
き
ま
す
。
そ
の
上
に
消
費
税
増

税
で
実
質
所
得
を
奪
え
ば
暮
ら
し
も

経
済
も
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
な
り
ま
す
。

　
公
務
員
の
賃
金
削
減
で
、
国
の
厳

し
い
財
政
や
東
日
本
大
震
災
に
対
処

す
る
経
費
を
捻
出
す
べ
き
で
は
な
い
。

庶
民
に
は
蕀
兆
円
も
の
復
興
税
分
を

増
税
し
、
大
企
業
に
は
11
兆
円
も
の

減
税
を
や
め
る
。
20
％
か
ら
10
％
に

軽
減
分
、
年
間
1.7
兆
円
に
も
な
る
大

金
持
ち
優
遇
の
証
券
優
遇
税
を
即
見

直
す
。
内
部
留
保
蔘
蔔
蓴
兆
円
も
た

め
込
ん
で
あ
る
大
企
業
に
応
分
の
負

担
を
求
め
る
。
国
民
の
批
判
が
強
い

政
党
助
成
金
を
廃
止
す
る
。
復
興
予

算
を
リ
ス
ト
ラ
大
企
業
へ
の
ば
ら
撒

き
、
防
衛
省
の
Ｃ
蔗
蔬
蓴
輸
送
機
の

購
入
な
ど
予
算
の
流
用
も
止
め
る
べ

き
で
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
中
井
町
職
員
の

給
与
蔟
％
削
減
に
反
対
す
る
。

　
地
方
分
権
時
代
に
お
け
る
地
方
自

治
体
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
子
育
て
最

中
の
職
員
の
生
活
が
大
変
に
な
る
こ

と
を
承
知
で
、
国
と
痛
み
を
分
か
ち

合
う
こ
と
を
最
優
先
さ
れ
、
給
与
削

減
を
決
断
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
我
が
国
の
厳
し
い
財
政
状
況
及
び

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
必
要
性

に
鑑
み
歳
出
削
減
が
不
可
欠
と
す
る

国
の
要
請
に
、
町
の
親
で
あ
る
町
長

自
身
は
削
減
せ
ず
、
子
ど
も
た
ち
に

あ
た
る
職
員
だ
け
に
痛
み
を
押
し
付

け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
国
の
要
請
は
、
東
日
本
の

復
興
策
に
よ
る
政
府
の
方
針
に
よ
っ

て
給
与
の
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い
る

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
国
と
と
も
に
、
地
方
自
治
体
も
町

長
が
先
頭
に
立
っ
て
、
東
日
本
を
応

援
し
一
日
も
早
い
日
本
の
再
生
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
し
て
や
、
次
年
度
は
不
交
付
団

体
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
中
で
、
交

付
税
の
問
題
を
職
員
だ
け
に
身
を
切

ら
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

と
、
私
は
判
断
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
長
が
今
回
、
自
分
た
ち
は
削
減

し
な
く
て
も
「
良
し
」
と
判
断
さ
れ

て
い
る
特
別
職
の
給
与
の
削
減
は
、

過
去
の
実
績
の
継
続
の
も
の
で
す
。

　
今
回
の
「
中
井
町
職
員
の
給
与
の

特
例
に
関
す
る
条
例
」
の
内
容
は
、

常
に
公
平
・
公
正
な
立
場
で
判
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
方
分
権
時
代

に
お
け
る
地
方
議
会
議
員
と
し
て
の

私
は
、
「
中
井
町
職
員
の
給
与
の
特

例
に
関
す
る
条
例
」
に
反
対
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

議場の議場の
雰囲気を雰囲気を
議場の議場の
雰囲気を雰囲気を
議場の
雰囲気を

あなた自身で

次回の定例会は
９月４日の
開会予定です。

だれでも、
お気軽にどうぞ！
役場庁舎３階議会傍聴席
入口にて、名簿帳に名前
を記入するだけです。

出入は自由です。

中
井
町
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例

反
対
討
論

小
沢
長
男
議
員

反
対
討
論

戸
村
裕
司
議
員

反
対
討
論

成
川
保
美
議
員
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町
の
水
道
事
業
は
、
昭
和
46
年
に

創
設
さ
れ
、
幾
多
の
沿
革
を
経
な
が

ら
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
全
国
的
に
設
備
の
老
朽

化
も
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
新
た
な

投
資
を
行
っ
て
も
、
そ
れ
に
見
合
う

料
金
の
見
直
し
を
行
わ
な
け
れ
ば
、

料
金
収
入
の
増
加
は
期
待
で
き
な
い

状
況
で
す
。

　
　
配
水
管
の
耐
震
化
や
老
朽
化
の

対
策
は
計
画
的
に
進
ん
で
い
ま
す
か
。

　
　
耐
用
年
数
40
年
を
超
え
る
老
朽

管
は
1.5
％
程
度
で
あ
り
、
下
水
道
工

事
及
び
道
路
改
良
工
事
に
あ
わ
せ
て

実
施
し
て
い
る
。

　
耐
震
対
策
は
、
各
施
設
の
耐
震
診

断
を
行
い
、
施
設
の
重
要
度
を
考
慮

し
、
順
次
耐
震
対
策
を
行
う
が
、
耐

震
改
修
に
は
莫
大
な
事
業
費
が
か
か

る
の
で
、
適
正
な
水
道
料
金
を
検
討

し
な
が
ら
計
画
を
策
定
す
る
。

　
　
今
後
、
23
施
設
を
耐
震
診
断
す

る
に
は
何
年
く
ら
い
か
か
る
か
。

　
　
富
士
見
台
配
水
池
で
約
蔟
蓴
蓴

万
か
か
っ
て
い
る
。
費
用
的
な
こ
と

を
考
え
る
と
、
蔬
、
蔟
年
か
か
る
。

　
　
昭
和
34
年
に
築
造
さ
れ
た
配
水

池
が
あ
る
が
、
既
に
54
年
経
っ
て
い

る
。
ど
う
考
え
同
時
に
耐
震
診
断
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

　
　
代
替
施
設
が
隣
に
あ
る
の
で
、

耐
震
診
断
と
あ
わ
せ
て
総
合
的
に
判

断
し
て
、
今
後
計
画
を
立
て
て
進
め

て
い
き
た
い
。

　
　
小
規
模
施
設
が
点
在
し
て
い
ま

す
が
、
今
の
職
員
数
で
管
理
・
点
検

は
十
分
で
き
て
い
ま
す
か
。

　
　
職
員
蔬
人
で
取
水
井
戸
か
ら
配

水
池
ま
で
の
継
走
設
備
や
ポ
ン
プ
運

転
の
異
常
が
な
い
か
、
毎
週
実
施
し

て
い
る
。

　
　
定
数
条
例
で
は
蔕
人
と
な
っ
て

い
る
が
。

　
　
そ
の
定
数
の
範
囲
以
内
で
職
員

を
配
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
大

勢
い
れ
ば
そ
れ
に
越
し
た
こ
と
は
な

い
が
、
昨
今
の
行
財
政
改
革
、
職
員

の
定
数
削
減
に
よ
り
、
職
員
の
高
齢

化
が
生
じ
て
い
る
。
職
員
体
制
、
施

設
の
維
持
管
理
に
万
全
を
期
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　
今
後
の
水
需
要
を
ど
う
見
込
ん

で
い
ま
す
か
。

　
　
今
年
度
に
お
い
て
は
グ
リ
ー
ン

テ
ク
な
か
い
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
に
進
出
し

た
企
業
が
あ
り
、
若
干
の
増
加
を
見

込
ん
で
い
る
。

　
人
口
の
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
節

水
意
識
や
節
水
器
具
の
普
及
な
ど
に

よ
り
、
年
々
減
少
傾
向
で
あ
り
、
今

後
も
続
く
と
考
え
る
。

　
　
現
在
、
休
止
状
態
の
井
ノ
口
中

継
ポ
ン
プ
場
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　
　
こ
の
施
設
は
グ
リ
ー
ン
テ
ク
な

か
い
開
発
に
あ
た
り
、
進
出
企
業
に

安
定
的
に
水
を
供
給
す
る
た
め
に
設

置
し
た
施
設
で
す
。

そ
の
後
の
社
会
経
済

の
変
化
に
よ
り
想
定

し
た
水
需
要
が
見
込

め
ず
、
中
継
ポ
ン
プ

施
設
と
し
て
の
機
能

は
休
止
状
態
で
、
宮

原
取
水
場
と
砂
口
配

水
池
と
の
運
転
制
御

を
監
視
す
る
計
装
設

備
の
み
使
用
し
て
い

る
。

　
今
後
は
、
水
需
要

の
推
移
に
十
分
留
意

し
、
経
済
性
や
施
設

の
統
廃
合
を
考
え
た

総
合
的
な
判
断
が
必
要
で
、
当
面
は

必
要
最
低
限
の
施
設
維
持
管
理
を
行

っ
て
い
く
。

　
　
水
道
会
計
は
ど
う
推
移
し
て
い

く
の
か
。

　
　
耐
震
化
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今

の
水
道
会
計
規
模
で
は
足
り
な
い
。

将
来
に
わ
た
っ
て
施
設
の
維
持
管
理
、

耐
震
化
を
進
め
る
に
も
、
そ
れ
ら
事

業
に
見
合
っ
た
分
の
料
金
改
定
等
を

実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

水道事業の今後は水道事業の今後は

岸 　 光 男 議員

会議録検索システムで詳細が閲覧できます。　アドレスhttp://www.town.nakai.kanagawa.jp/

水道事業の今後は

水道ビジョンによって維持管理に努める

一 般 質 問

問答

問答

問答

問答問答問答

問答

問答

町 長

休止状態の井ノ口中継ポンプ場
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私
た
ち
は
、
日
常
生
活
の
中
で
、

進
学
、
就
職
、
子
育
て
や
介
護
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課
題
に
直
面
し
、

い
つ
し
か
虐
待
が
行
わ
れ
て
し
ま
う

と
い
う
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　
　
高
齢
者
の
虐
待
に
つ
い
て
町
で

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
運
営

を
し
て
い
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
が
対
応
す
る
機
関
と
な
る
が
、
セ

ン
タ
ー
の
対
応
で
予
防
策
で
あ
る
と

か
、
活
動
に
対
す
る
町
の
評
価
は
ど

う
か
。

　
　
見
守
り
等
が
必
要
な
世
帯
、
そ

れ
か
ら
特
に
認
知
症
の
高
齢
者
を
介

護
す
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
虐
待
に

つ
な
が
る
リ
ス
ク
も
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
看
護
師
が
同
行
し
ケ
ア
に
当

た
り
、
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
対
応
も

し
て
い
る
。
町
の
ほ
う
に
も
包
括
よ

り
随
時
そ
の
経
過
報
告
が
来
る
と
い

う
こ
と
で
、
そ
う
し
た
個
別
対
応
は

あ
る
程
度
評
価
を
し
て
い
る
。
虐
待

に
関
す
る
普
及
啓
発
に
つ
い
て
は
、

地
域
に
出
向
い
て
、
あ
る
い
は
町
で

説
明
会
を
開
く
と
い
う
機
会
は
十
分

で
な
い
の
で
、
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
て
町
で
も

対
応
し
た
い
。

　
　
障
害
者
虐
待
防
止
法
に

つ
い
て
、
市
町
村
障
害
者
虐

待
防
止
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
こ
と
に
法
令
上
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
設
置
方
針
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
町
は
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
に
中
井
町
障
害
者
虐

待
防
止
セ
ン
タ
ー
を
、
直
営

で
昨
年
の
10
月
か
ら
開
設
し

て
い
る
。

　
　
す
べ
て
の
虐
待
と
い
う

の
は
、
法
が
あ
る
中
で
、
虐

待
で
あ
る
と
い
う
ふ

う
に
認
定
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
が
、

そ
の
認
定
を
ど
の
よ

う
な
判
断
で
し
ま
す

か
。

　
　
虐
待
が
発
生
し

た
場
合
、
情
報
収
集

を
し
、
関
係
者
等
集

ま
っ
た
中
で
、
組
織

的
に
判
断
し
て
対
応

を
し
て
い
る
。

　
　
各
虐
待
に
は
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
い

う
も
の
が
あ
り
、
例

え
ば
児
童
で
は
、
緊
急
的
な
支
援
を

要
す
る
も
の
の
項
目
と
し
て
、
不
自

然
な
け
が
が
あ
る
と
か
、
長
期
の
欠

席
が
見
ら
れ
る
と
か
に
つ
い
て
は
、

即
、
対
応
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
こ

の
リ
ス
ト
を
活
用
し
て
虐
待
の
認
定

を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
各
虐
待
の
状
況
に
応
じ
て

積
極
的
に
活
用
し
た
中
で
、
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
子
ど
も
の
周
辺
状
況
等
で
学
校

に
来
て
い
な
い
と
い
う
場
合
、
ど
う

対
応
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
今
現
在
、
学
校
に
来
な
い
児
童

・
生
徒
は
お
り
、
毎
週
蔗
回
学
校
の

ほ
う
で
担
任
、
管
理
職
が
家
庭
訪
問

し
て
そ
の
児
童
を
確
認
、
見
守
っ
て

い
る
。

　
　
虐
待
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
電
話
な
ど
を
常

設
し
、
総
合
的
に
ど
ん
な
こ
と
で
も

相
談
で
き
る
体
制
を
と
れ
な
い
か
。

　
　
虐
待
関
係
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
電
話
は
、

通
報
し
や
す
い
と
か
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
い
う
こ
と
は
重
々
感
じ
ま
す
の

で
、
ま
た
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
は

各
課
内
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

町における町における
　虐待の現状と対応について　虐待の現状と対応について

金 子 正 直 議員

会議録検索システムで詳細が閲覧できます。　アドレスhttp://www.town.nakai.kanagawa.jp/

町における
　虐待の現状と対応について

町でも事例があり見守りや支援を行っている

一 般 質 問

問 問答

問

答

答問答問

問答 答

町 長

虐待のチェックリスト活用により客観的で冷静な判断を

保健福祉センター内に開設されている障害者虐待防止センター
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中
井
町
に
暮
ら
す
上
で
弱
点
は
、

公
共
交
通
が
不
便
な
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
町
内
に
日
常
生
活
に
必
要
な

施
設
が
少
な
い
た
め
、
隣
接
す
る
市

町
へ
の
移
動
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
中
井
町
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が

中
学
生
・
高
校
生
と
な
っ
て
い
く
中

で
、
通
学
の
不
便
さ
が
原
因
で
ク
ラ

ブ
活
動
が
で
き
に
く
く
な
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
を
聞
く
。
こ
の
よ
う
な
子

ど
も
た
ち
が
、
子
育
て
を
す
る
段
階

で
自
分
の
子
ど
も
に
は
そ
の
よ
う
な

経
験
を
さ
せ
た
く
な
い
と
の
こ
と
で
、

町
外
へ
流
失
し
て
い
る
こ
と
は
大
き

な
損
失
だ
。
車
の
運
転
が
で
き
な
い

お
年
寄
り
な
ど
の
買
い
物
や
通
院
に

も
大
き
な
支
障
を
来
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
町
民
は
、
公
共

交
通
を
自
ら
の
足
と
し
て
活
用
し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
問
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
、
良
い
も
の
を
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
公
共
交
通
に
関
し
て
の
将
来
的

な
展
望
は
。

　
　
公
共
交
通
が
バ
ス
路
線
し
か
な

い
本
町
は
、
民
間
の
バ
ス
路
線
だ
け

で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
部
分
を
デ

マ
ン
ド
型
交
通
シ
ス
テ
ム

が
補
い
、
相
互
に
補
完
し

あ
い
、
マ
イ
カ
ー
に
頼
ら

な
く
て
よ
い
移
動
環
境
を

つ
く
っ
て
い
く
。

　
　
福
祉
有
償
運
送
サ
ー

ビ
ス
の
実
態
と
今
後
は
。

　
　
身
体
障
が
い
者
や
要

介
護
者
の
移
動
手
段
と
し

て
、
現
在
蔗
蔔
蓴
名
が
登

録
し
、
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
今
後
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
利
活
用
も

含
め
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
独
自
事
業
と
し
て
運
営

さ
れ
る
よ
う
助
言
・
指

導
を
し
て
い
く
。

　
　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ

ス
の
実
証
運
行
の
課
題

と
今
後
は
。

　
　
利
用
者
登
録
は
蔗

蓼
蔟
蓴
名
を
超
え
た
が
、

利
用
者
は
当
初
想
定
し

た
一
日
40
名
に
は
達
し

て
い
な
い
。
平
日
の
運

行
需
要
が
高
い
の
で
、

そ
の
需
要
を
満
た
す
た

め
の
対
応
を
検
討
し
て

い
る
。

　
今
後
は
、
補
助
金
を
支
出
し
て
維

持
し
て
い
る
境
路
線
や
、
赤
字
路
線

と
し
て
問
題
提
起
さ
れ
て
い
る
路
線

の
代
替
手
段
と
し
て
活
用
で
き
る
か

検
証
し
、
有
効
な
交
通
手
段
と
し
て

確
立
す
る
よ
う
努
め
る
。

　
　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
の
中
で
、
秦
野
駅
・
二
宮

駅
へ
の
乗
り
入
れ
が
一
番
の
要
望
だ

が
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
　
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
公
共
交

通
会
議
の
中
で
バ
ス
事
業
者
・
タ
ク

シ
ー
事
業
者
の
利
害
関
係
者
や
所
管

を
す
る
警
察
・
土
木
関
係
者
な
ど
を

含
め
た
中
で
実
施
に
向
け
た
研
究
を

し
て
い
く
。
ま
た
、
二
宮
町
や
秦
野

市
な
ど
と
新
た
な
協
議
組
織
を
設
け

て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
目
的
地

ま
で
の
所
要
時
間
の
設
定
が
長
す
ぎ

る
が
ど
う
か
。

　
　
東
京
大
学
が
開
発
し
た
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
て
い
る
が
、
10
分
ほ
ど

時
間
短
縮
で
き
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム

変
更
を
し
た
。

　
　
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
乗
降
ス

テ
ッ
プ
が
高
い
が
改
修
で
き
な
い
か
。

　
　
費
用
の
問
題
も
あ
り
、
課
題
と

し
て
認
識
し
て
い
る
が
、
今
す
ぐ
対

処
で
き
な
い
。

地域公共交通について地域公共交通について

曽 我 　 功 議員

会議録検索システムで詳細が閲覧できます。　アドレスhttp://www.town.nakai.kanagawa.jp/

地域公共交通について

オンデマンドバスで補完できるかを検証

一 般 質 問

問答

問答

問答問答

問答問答

町 長

五所宮で待機中のオンデマンドバス

小学生の通学に必要な境地区の路線バス
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領
土
拡
大
と
他
国
の
支
配
を
目

的
に
し
、
ア
ジ
ア
で
蔘
蓴
蓴
蓴
万
人
、

日
本
国
民
蔬
蔗
蓴
万
人
と
い
う
甚
大

な
犠
牲
を
も
た
ら
し
た
日
本
の
侵
略

戦
争
を
、
自
存
自
衛
・
ア
ジ
ア
解
放

の
戦
争
だ
と
美
化
す
る
ゆ
が
ん
だ
歴

史
観
を
持
つ
安
倍
政
権
・
自
民
党
は
、

憲
法
改
定
に
意
欲
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
自
民
党
の
憲
法
改
定
案
は
、
天
皇

は
日
本
国
の
元
首
と
し
て
、
日
本
国

民
に
尊
重
を
義
務
付
け
ま
す
。

　
「
戦
争
の
放
棄
」　
を
　「
安
全
保
障
」

に
変
え
、
国
防
軍
を
創
設
し
、
「
戦

争
が
で
き
る
国
」
に
し
て
米
国
の
戦

争
に
参
戦
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
武
器
を
持
た
な
い
、
戦
争
・
海
外

派
兵
を
し
な
い
と
し
た
憲
法
蕣
条
を

守
る
こ
と
が
国
民
の
望
み
で
す
。

　
時
の
権
力
者
の
都
合
で
現
憲
法
を

改
定
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
あ
る
憲

法
96
条
を
改
定
し
て
、
改
憲
を
容
易

に
す
る
等
に
反
対
す
る
こ
と
を
求
め

ま
す
が
。

　
　
憲
法
96
条
を
改
正
、
改
憲
の
発

議
要
件
を
各
議
院
の
総
議
員
の
蔬
分

の
蔘
か
ら
過
半
数
に
緩
和
す
る
こ
と

に
は
反
対
。
改
憲
に
あ
た
っ
て
は
、

改
憲
手
続
き
の
緩
和
か
ら
で
な
く
、

そ
の
中
身
を
大
い
に
議
論
す
べ
き
だ
。

　
蕣
条
に
つ
い
て
は
、
蕣
蓼
蓴
蓴
人

の
町
民
を
代
表
し
て
の
憲
法
論
議
は

差
し
控
え
る
。

　
　
「
戦
争
で
き
る
国
」
は
困
る
と

し
て
、
憲
法
蕣
条
を
守
る
東
北
地
区

市
町
村
長
の
会
交
流
会
が
行
わ
れ
た
。

こ
う
い
う
動
き
が
町
民
に
対
す
る
責

任
で
は
な
い
で
す
か
。
神
奈
川
県
の

町
村
会
長
を
や
ら
れ
て
い
る
機
会
に
、

蕣
条
を
は
じ
め
、
平
和
憲
法
を
守
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
風
邪
は
窓
口
蓼
割
負
担
・
少
額

の
治
療
費
は
全
額
負
担
、
一
ヶ
月
当

た
り
の
窓
口
負
担
の
上
限
引
き
上
げ
、

70
か
ら
74
歳
も
蔘
割
負
担
に
。
安
倍

内
閣
の
狙
い
が
、
公
的
保
険
の
対
象

を
少
な
く
し
、
公
費
負
担
を
徹
底
し

て
減
ら
す
こ
と
に
あ
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
自
民
・
公
明
・
民
主
蔬
党
で
、

昨
年
成
立
し
た
社
会
保
障
制
度
改
革

推
進
法
は
病
気
も
自
己
責
任
と
し
ま

し
た
。

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
も
と
も
と
消
費

税
増
税
を
目
標
に
、
物
価
を
引
き
上

げ
る
こ
と
が
狙
い
で
、
国
民
の
雇
用

や
所
得
を
増
や
す
目
標
は
な
く
、
異

常
な
円
安
の
中
で
原
材
料
費
、

生
活
必
需
品
の
高
騰
で
、
雇

用
の
蓼
割
を
占
め
る
中
小
企

業
の
経
営
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。
「
世
界
で
一
番

企
業
が
活
動
し
や
す
い
国
」

に
す
る
と
し
て
、
賃
金
・
残

業
手
当
カ
ッ
ト
、
首
切
り
自

由
化
な
ど
、
さ
ら
な
る
雇
用

・
解
雇
規
制
の
緩
和
が
検
討

さ
れ
て
い
る
中
で
医
療
費
負

担
、
消
費
税
増
税
は
す
べ
き

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
米
国
の
高
薬
価
の

押
し
つ
け
も
懸
念
さ
れ
る
。
医
療
負

担
増
反
対
を
国
に
申
し
入
れ
を
。

　
　
増
税
と
医
療
費
の
負
担
と
い
う

ダ
ブ
ル
の
負
担
増
は
、
所
得
の
安
定

し
な
い
低
所
得
者
や
高
齢
者
へ
の
影

響
は
避
け
が
た
い
も
の
で
す
。

　
負
担
の
増
大
を
抑
制
し
つ
つ
持
続

可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
実
現
が
基

本
的
な
考
え
方
で
す
。
今
後
も
安
心

で
き
る
医
療
制
度
の
維
持
に
む
け
た

国
の
対
策
に
注
視
し
て
い
く
。

　
　
中
村
川
上
流
の
災
害
復
旧
で
整

備
さ
れ
た
ジ
ャ
籠
の
基
礎
が
蔟
月
蔔

日
の
豪
雨
で
浸
食
さ
れ
、
そ
の
下
流

が
崩
落
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。
今
後

の
豪
雨
で
崩
落
へ
の
対
策
は
。

　
　
浸
食
さ
れ
た
箇
所
が
大
き
く
な

る
な
ど
の
状
況
が
あ
れ
ば
至
急
対
策

を
講
じ
る
。
補
修
工
事
は
渇
水
期
に

行
う
と
県
か
ら
回
答
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨

に
備
え
た
新
た
な
河
川
改
修
は
、
町

民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
上
か

ら
も
重
要
で
あ
り
、
要
望
す
る
。

　
　
藤
沢
川
の
暁
橋
下
流
も
浸
食
し

て
い
る
。
渇
水
期
で
な
け
れ
ば
工
事

で
き
な
い
な
ら
ば
、
大
事
に
備
え
て

基
本
的
に
整
備
す
べ
き
で
す
。

憲法憲法9条等の改定に反対を条等の改定に反対を 他２問憲法9条等の改定に反対を

医
療
費
負
担
増
を

　
　
　
　
し
な
い
よ
う
に

中
村
川
の
整
備
計
画
は

小 沢 長 男 議員

会議録検索システムで詳細が閲覧できます。　アドレスhttp://www.town.nakai.kanagawa.jp/

憲法論議は控える

一 般 質 問

問答

問問

問 答

問 答

町 長

中村川上流の浸食された箇所
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軌
道
駅
の
な
い
町
、
行
政
圏
と
生

活
圏
が
異
な
っ
て
い
る
町
、
決
し
て

利
便
性
の
良
い
町
と
は
言
い
が
た
い
。

　
行
政
は
住
民
の
た
め
の
利
便
性
向

上
に
力
を
注
ぐ
こ
と
も
重
要
な
役
割

で
す
。

　
　
地
域
主
権
型
社
会
の
実
現
に
向

け
て
広
域
連
携
が
加
速
し
て
お
り
、

こ
の
蔟
月
よ
り
消
防
業
務
は
小
田
原

市
に
委
託
し
た
が
、
昨
年
蔬
月
議
会

に
お
い
て
本
町
の
地
域
性
や
生
活
圏

を
重
視
し
た
付
帯
決
議
を
つ
け
ま
し

た
が
、
今
後
の
対
応
は
。

　
　
広
域
行
政
を
進
め
る
う
え
で
、

こ
の
状
態
が
間
違
い
な
か
っ
た
と
思

っ
て
い
る
が
、
特
に
地
域
性
を
認
識

し
、
そ
の
効
果
や
実
績

に
注
視
し
な
が
ら
業
務

を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
生
活
圏
重
視
の
消

防
業
務
の
強
化
を
考
え

て
も
よ
い
の
で
は
と
思

う
が
、
今
後
も
小
田
原

市
消
防
だ
け
に
依
存
し

て
い
く
の
で
す
か
。

　
　
委
託
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
き
た
か
の
検
証

を
し
、
不
都
合
が
あ
れ

ば
次
の
手
段
を
考
え
て

い
く
。

　
現
段
階
で
は
、
次
に
向
け
て
の
協

議
は
考
え
て
な
い
。

　
　
休
止
し
て
い
た
、
あ
し

が
ら
上
地
区
資
源
循
環
型
処

理
施
設
整
備
準
備
室
が
、
執

行
者
会
議
の
決
定
に
よ
り
25

年
度
よ
り
再
開
し
た
。

　
県
西
地
区
の
結
び
つ
き
が

強
く
な
る
一
方
だ
が
。

　
　
廃
棄
物
の
処
理
は
、
長

年
広
域
行
政
で
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、
施
設
の
老
朽
化

な
ど
を
考
慮
す
る
と
待
っ
た

な
し
で
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
決

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
は
現
有
施
設
を
維
持
管

理
す
る
自
治
体
間
の
協
議
が
前
提
で

す
。

　
　
ご
み
処
理
は
単
独
で
は
な
か
な

か
で
き
な
い
状
況
だ
が
、
県
西
地
区

蔗
市
蔕
町
で
ご
み
処
理
を
行
う
し
か

選
択
肢
は
な
い
の
で
す
か
。

　
　
処
理
施
設
準
備
室
再
開
と
決
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
必
要

な
調
査
研
究
を
し
、
蕀
年
後
ぐ
ら
い

を
目
安
に
稼
動
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
現
段
階
で
は
蔗
市

蔕
町
の
体
制
で
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
蔬
市
蔬
町
（
平
塚
・
秦
野
・
伊

勢
原
・
大
磯
・
二
宮
・
中
井
）
や
蔗

市
蔬
町
（
秦
野
・
大
磯
・
二
宮
・
中

井
）
の
広
域
連
携
の
強
化
は
。

　
　
県
の
合
併
構
想
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
湘
南
西
圏
域
を
構
成
す
る
市
町

と
の
連
携
は
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で

医
療
、
交
通
な
ど
日
常
生
活
に
密
接

な
か
か
わ
り
を
も
つ
生
活
圏
域
に
軸

足
を
置
い
た
、
広
域
行
政
推
進
に
積

極
的
に
努
め
ま
す
。

　
　
蔗
市
蔬
町
で
は
新
た
な
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
調
査
研
究
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
実
証

運
行
を
行
っ
て
い
る
が
、
法
律
の
壁

に
よ
り
秦
野
駅
や
二
宮
駅
に
乗
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
今
後
は
行
政
圏
域
を
越
え
た
運
行

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

　
　
現
行
の
規
制
の
な
か
で
ど
の
よ

う
な
公
的
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
上
げ

る
か
、
運
輸
当
局
か
ら
認
め
ら
れ
る

シ
ス
テ
ム
を
、
秦
野
、
二
宮
の
協
力

体
制
を
維
持
し
な
が
ら
積
み
上
げ
て

き
た
研
究
を
ベ
ー
ス
に
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
し
て
い
く
。

どうなる生活圏を重視した町政はどうなる生活圏を重視した町政は

相 原 啓 一 議員

会議録検索システムで詳細が閲覧できます。　アドレスhttp://www.town.nakai.kanagawa.jp/

どうなる生活圏を重視した町政は

現状の判断で間違いなかった

一 般 質 問

問答

問答

問答

問答

問答

問答

町 長

小田原市消防本部

足柄東部清掃組合大井美化センター
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携
帯
電
話
の
普
及
に
伴
い
、
携
帯

電
話
基
地
局
が
乱
立
し
て
い
る
。
建

設
に
際
し
て
、
30
か
ら
40
メ
ー
ト
ル

の
巨
大
な
塔
で
も
建
築
確
認
申
請
が

通
れ
ば
着
工
可
能
で
、
景
観
を
損
ね

る
だ
け
で
な
く
、
生
活
空
間
を
常
に

圧
迫
す
る
。
ま
た
、
電
磁
波
の
健
康

へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
住
民
の
声
、

現
行
の
電
波
防
護
指
針
の
基
準
値
で

は
不
十
分
と
い
う
報
告
も
あ
り
、
実

際
の
被
害
や
操
業
差
し
止
め
訴
訟
が

起
こ
っ
て
い
る
。
基
地
局
建
設
に
あ

た
っ
て
は
住
民
合
意
と
予
防
原
則
に

基
づ
く
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要
だ
。

　
　
基
地
局
設
置
の
把
握
は
十
分
か
。

　
　
町
へ
の
報
告
、
届
け
出
等
の
義

務
は
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
把
握
状

況
は
十
分
で
は
な
い
。

　
　
基
地
局
設
置
に
関
す
る
条
例
制

定
の
考
え
は
。

　
　
条
例
等
で
は
な
く
、
法
律
の
レ

ベ
ル
で
基
地
局
設
置
の
手
続
等
を
規

制
す
べ
き
。
町
村
会
の
要
望
と
い
う

よ
う
な
手
段
で
国
に
要
請
し
た
い
。

　
　
本
町
で
も
直
接
の
要
因
解
明
に

は
至
ら
な
い
が
、
電
磁
波
過
敏
症
で

苦
し
む
人
が
い
る
。
何
か
手
を
打
つ

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
因
果
関
係
が
非
常
に
難
し
い
。

症
状
等
に
つ
い
て
は
機
会
が
あ
れ
ば
、

町
民
に
も
お
知
ら
せ
し
て
い
く
。

　
福
島
第
蔗
原
子
力
発
電
所
の
原
子

力
災
害
か
ら
既
に
蔘
年
以
上
が
経
過

し
た
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
の

知
見
か
ら
、
健
康
被
害
は
蔟
、
蔕
年

後
か
ら
起
こ
っ
て
お
り
、
内
部
被
ば

く
の
危
険
性
は
明
ら
か
で
、
10
ベ
ク

レ
ル
／
㎏
で
も
と
り
続
け
れ
ば
、
体

内
に
蓄
積
し
健
康
被
害
が
出
て
い
る
。

児
童
・
生
徒
、
そ
し
て
園
児

の
給
食
か
ら
、
確
か
な
も
の

を
提
供
す
べ
き
だ
。

　
　
献
立
や
調
理
に
お
け
る

内
部
被
ば
く
の
取
り
組
み
の

状
況
は
。

　
　
主
食
及
び
牛
乳
に
つ
い

て
は
、
神
奈
川
県
学
校
給
食

会
か
ら
、
安
全
が
確
認
さ
れ

た
も
の
を
購
入
。
ま
た
給
食

セ
ン
タ
ー
で
独
自
に
購
入
し

て
い
る
食
材
に
つ
い
て
は
、

納
入
業
者
に
食
材
の
産
地
表

示
を
義
務
づ
け
、
食
材
に

よ
っ
て
は
安
全
性
が
表
示
さ

れ
て
い
る
も
の
を
購
入
。

　
　
食
材
の
産
地
公
表

を
教
育
委
員
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
継
続
す
る

か
。

　
　
保
護
者
や
地
域
の

方
が
食
材
の
安
全
性
を

確
認
す
る
手
が
か
り
に

も
な
る
の
で
、
引
き
続

き
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

情
報
提
供
し
て
い
く
。

　
　
県
の
学
校
給
食
食

材
の
事
前
検
査
事
業
の

活
用
や
蔗
週
間
分
の
給
食
を
測
定
し

公
表
し
て
い
く
考
え
は
。

　
　
計
画
し
て
い
な
い
。
今
後
の
国

等
の
情
報
に
注
視
し
、
必
要
に
応
じ

て
検
討
す
る
。

　
　
保
育
園
の
給
食
へ
の
取
り
組
み

は
。

　
　
保
育
園
で
も
、
放
射
性
検
査
済

み
食
材
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
産
地

公
開
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
産
地
も
選
ん
で
調
達
し
て
い
る

が
、
ま
だ
そ
れ
で
も
不
十
分
な
も
の

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
。

　
　
こ
れ
か
ら
も
に
十
分
監
視
し
な

が
ら
取
り
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

携帯電話基地局の携帯電話基地局の
　設置にガイドラインを　設置にガイドラインを

内
部
被
ば
く
を
減
ら
す
た
め

　
　
給
食
の
放
射
能
検
査
を

戸 村 裕 司 議員

会議録検索システムで詳細が閲覧できます。　アドレスhttp://www.town.nakai.kanagawa.jp/

携帯電話基地局の
　設置にガイドラインを

法律のレベルでの規制を国に要請したい

他１問

一 般 質 問

問答

問答

問

問答 答

問問 答

答

問 答

問答

町 長

ベクレルフリーの給食を子どもたちに

身近な電磁波に関心を
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議
員
に
は
、
議
員
報
酬
や
期
末
手

当
の
ほ
か
に
、
政
策
提
案
等
に
か
か

る
調
査
研
究
の
た
め
に
、
年
間
12
万

円
の
政
務
調
査
費
が
交
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
政
務
調
査
費
は
個
人
で
も
会

派
で
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

中
井
町
議
会
に
は
現
在
、
会
派
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
議
員
は
、
条
例
や
申
し
合
わ
せ
事

項
の
使
途
基
準
に
し
た
が
っ
て
収
支

を
行
い
、
領
収
書
原
本
や
資
料
等
を

添
付
し
て
収
支
報
告
を
議
長
に
提
出
。

残
額
が
出
た
場
合
は
町
に
返
還
し
ま

す
。

　
議
会
で
は
収
支
報
告
を
、
次
ペ
ー

ジ
に
あ
る
よ
う
に
議
会
だ
よ
り
で
公

表
す
る
ほ
か
、
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
使
途
基
準
に
は
、
費
目
と
使
途
が

例
示
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
他

市
町
議
会
へ
の
傍
聴
に
係
る
交
通
費

は
認
め
ら
れ
な
い
、
一
般
紙
の
購
読

は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
専

門
紙
は
対
象
に
な
る
、
名
刺
印
刷
代

は
事
務
費
と
し
て
認
め
な
い
な
ど
、

様
々
な
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
24
年
の
地
方
自
治
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
「
政
務

調
査
費
」　
の
名
称
は
　「
政
務
活
動
費
」

と
改
め
ら
れ
、
調
査
研
究
の
み
で
は

な
く
「
調
査
研
究
そ
の
他
の
活
動
に

資
す
る
た
め
」
に
拡
大
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
議
会
で
は
今
の
と
こ
ろ
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
の
使
途
基
準
で
運
用

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
蔔
月
に
、
議
会
基
本
条

例
の
理
念
を
踏
ま
え
、
議
会
改
革
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
全
議
員

参
加
に
よ
る
議
会
改
革
推
進
協
議
会

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　
協
議
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
順
次
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

「
ぎ
か
い
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
は
、
議

会
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
取
り
組

ん
で
い
る
課
題
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
み
な

さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
質
問
、
ご
感

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
第
蔘
回
定
例
会
で
、
国

の
要
請
に
基
づ
き
、
町
よ
り
提
案
さ

れ
た
、
職
員
給
与
を
削
減
す
る
条
例

が
成
立
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
を
受
け
、
議
員
報
酬
及
び
期

末
手
当
に
つ
い
て
も
、
職
員
と
同
様
、

蔟
％
を
削
減
す
る
議
員
提
案
が
出
さ

れ
、
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
左
の
表
に
あ
る

と
お
り
、
平
成
25
年
蓼
月
か
ら
平
成

26
年
蔬
月
ま
で
の
蕣
ヶ
月
間
、
報
酬

で
は
、
役
職
に
応
じ
、
月
額
蔗
万
蔗

蔔
蓴
円
か
ら
蔗
万
蔟
蔘
蓴
蓴
円
減
額

さ
れ
、
期
末
手
当
に
つ
い
て
も
、
蔘

万
蔬
蓼
蓼
蔟
円
か
ら
蔬
万
蔬
蔘
蔘
蕀

円
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
報
酬
と
期
末
手
当
を
合
わ
せ
た
年

間
削
減
額
は
、
議
長
が
16
万
蔗
蓴
蔘

蕀
円
、
副
議
長
が
12
万
蔔
蔗
蓴
蓴
円
、

蔘
つ
の
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委

員
会
の
各
委
員
長
が
11
万
蕣
蓼
蔕
蓴

円
、
議
員
が
11
万
蔕
蔘
蔗
蔟
円
と
な

り
、
削
減
額
の
合
計
は
、
蔗
蔔
蕀
万

蔬
蔬
蓴
蔟
円
と
な
り
ま
す
。

政
務
調
査
費
か
ら
政
務
活
動
費
へ

　
　
　
　

使
途
基
準
に
し
た
が
っ
て
支
出

議　長 １

区　分 数 報酬月額 削減金額 削減後報酬 年間削減額

355,000 14,200 340,800 127,800

副議長 １ 278,000 11,120 266,880 100,080

委員長 ３ 264,000 10,560 253,440 95,040

議　員 ９ 254,000 10,160 243,840 91,440

はだのクリーンセンターの視察のようす（４月）はだのクリーンセンターの視察のようす（４月）

議
会
改
革
推
進

議
会
改
革
推
進

　
　

協
議
会
を
発
足

　
　

協
議
会
を
発
足

ぎ
か
い
ト
ピ
ッ
ク
ス

ぎ
か
い
ト
ピ
ッ
ク
ス

平
成
26
年
３
月
ま
で
４
％
減
額

　
　
　

議
員
報
酬　

職
員
給
与
に
あ
わ
せ
て

議
会
改
革
推
進

　
　

協
議
会
を
発
足

ぎ
か
い
ト
ピ
ッ
ク
ス

はだのクリーンセンターの視察のようす（４月）

平成25年7月～平成26年3月の議員報酬

議　長 １

区　分 数 期末手当額 削減金額 削減後金額 年間削減額

830,700 33,228 797,472 33,228

副議長 １ 650,520 26,020 624,500 26,020

委員長 ３ 617,760 24,710 593,050 24,710

議　員 ９ 594,360 23,774 570,586 23,774

議員期末手当（平成25年12月分）
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主な支出内容
収　支
差引額
（返還額）

支　　　　　出　　　　　額
議員氏名 交付額

120,000 32,664 96,947 23,053

120,000

64,283

31,960 19,704 315 53,360 66,640

120,000

1,381

50,900 50,830 167,972 0

120,000

66,242

38,840 81,261 120,101 0

120,000 32,905 21,504 121,691 0

120,000

67,282

107,489 173,731 0

120,000 1,381

66,242

71,750 89,200 163,3811,050 0

120,000 66,302 100,004 166,306 0

120,000 63,902 73,994 137,896 0

120,000 62,902 108,012 170,914 0

120,000 5,140 45,900 59,620 110,660 9,340

120,000 62,902 26,940 34,104 123,946 0

120,000 1,381 169,950 11,700 183,031 0

120,000 76,550 72,323 148,873 0

①調査
研究費

②研究
研修費

③資料
作成費

④資料
購入費

⑤　　
広報費

⑥　　
公聴費

⑦　　
事務費 支出計

金 子 正 直
①旅費
（鐚巻町・山田町ほか）
④新聞・雑誌購読料ほか

曽 我 　 功
②セミナー参加費
④新聞・雑誌購読料ほか

二 宮 章 悟
①旅費
（鐚巻町・山田町ほか）
②セミナー等参加費

戸 村 裕 司
②セミナー等参加費
④新聞・雑誌購読料ほか

森 　 丈 嘉
①旅費
（鐚巻町・山田町ほか）
②セミナー参加費

原 　 憲 三
①旅費
（鐚巻町・山田町ほか）
④新聞・雑誌購読料ほか

②セミナー参加費
④新聞・雑誌購読料ほか

①旅費
（鐚巻町・山田町ほか）
④新聞・雑誌購読料ほか

①旅費
（鐚巻町・山田町）
④新聞・雑誌購読料ほか

①旅費
（鐚巻町・山田町）
④新聞・雑誌購読料ほか

②セミナー等参加費
④新聞・雑誌購読料ほか

①旅費
（鐚巻町・山田町）
④新聞・雑誌購読料ほか

②セミナー等参加費

④新聞・雑誌購読料ほか
⑤広報紙発行費

岸 　 光 男

武 井 一 夫

小清水招男

杉 山 祐 一

相 原 啓 一

植 木 清 八

成 川 保 美

小 沢 長 男

　政務調査費は、地方自治法の規定に基づき、議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、
議員１人当たり月額１万円が交付されています。

平成24年度

政務調査費の収支報告

（単位：円）

掲載は議席順です。詳細は議会事務局（3階）にあります。

第164号　なかい議会だより－ 11 －



編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

町
民
の
声

町
民
の
声

町
民
の
声

町
民
の
声

町
民
の
声

８
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

臨
時
議
会

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

23
日　

常
任
委
員
会
正
副
委
員
長

　
　
　

事
務
局
長
研
修
会

27
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
蔔
月
定
例
会
の
運
営
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

30
日　

議
会
全
員
協
議
会

４
日　

定
例
会
本
会
議

７
日　

定
例
会
本
会
議

　
　
　

議
会
全
員
協
議
会

27
日　

議
会
全
員
協
議
会

３
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

臨
時
議
会

　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

11
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

24
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
蔕
月
の
臨
時
議
会
で
の
委
員
選
任

後
、
初
め
て
の
委
員
会
を
蔔
月
蔔
日

に
開
催
し
ま
し
た
。

　
新
委
員
選
任
前
の
委
員
会
で
は
、

「
交
通
対
策
」
「
原
子
力
発
電
の
災

害
」
「
農
業
問
題
」
「
広
域
消
防
」

「
中
央
公
園
の
指
定
管
理
者
制
度
」

「
神
奈
川
県
緊
急
財
政
対
策
本
部
調

査
会
（
神
奈
川
臨
調
）」
を
、
そ
れ

ぞ
れ
継
続
審
査
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
委
員
会
で
は
、
所
管
事
務

の
調
査
・
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

各
委
員
間
で
討
議
を
行
い
、
前
回
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
引
き
続
き
す
べ
て

の
案
件
に
つ
い
て
調
査
等
行
う
な
ど

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
が
、
委
員
会

で
の
政
策
提
言
に
重
点
を
お
い
て
、

当
面
は
課
題
を
多
く
取
り
上
げ
ず
、

「
農
業
問
題
に
つ
い
て
」
「
交
通
対
策

に
つ
い
て
」
「
町
の
土
地
利
用
に
つ

い
て
（
活
性
化
策
の
意
味
を
含
め

て
）」
の
蔬
点
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
す
る
事
項
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
蓼
月
蔘
日
に
は
、
本
委
員

会
協
議
会
を
開
催
し
、
平
成
25
年
度

主
要
事
業
に
つ
い
て
町
よ
り
概
要
説

明
を
受
け
、
各
委
員
よ
り
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

　
委
員
選
任
後
、
初
め
て
の
委
員
会

を
蔔
月
蔕
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
今
後
の
所
管
事
務
の
調

査
・
研
究
テ
ー
マ
を
蔘
点
決
定
し
ま

し
た
。

﹁
こ
ど
も
園
開
設
に
向
け
て
﹂

　
26
年
度
開
設
が
決
定
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
前
年
度
に
引
き
続
き
テ
ー

マ
と
し
た
。

﹁
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
﹂

　
運
営
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
あ
り
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
調
査
・
研
究
を
行
な
う
。

　
蔔
月
18
日
に
協
議
会
を
開
催
し
、

委
員
会
の
担
当
業
務
に
つ
い
て
町
当

局
か
ら
説
明
を
受
け
た
。
町
民
課
か

ら
は
人
口
動
態
、
国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
な
ど
。
教
育

課
か
ら
は
英
語
教
育
の
充
実
事
業
、

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど
。
福

祉
課
か
ら
は
福
祉
有
償
運
送
事
業
、

こ
ど
も
園
開
設
事
業
な
ど
。
健
康
課

か
ら
は
高
齢
者
在
宅
支
援
事
業
、
健

康
づ
く
り
プ
ラ
ン
推
進
事
業
な
ど
。

瀬
戸
毅
巳
（
半
分
形
）

　
子
ど
も
た
ち
を
小
中
学
校
へ
通
わ

せ
て
い
る
頃
、
子
ど
も
に
と
っ
て
こ

れ
だ
け
素
敵
な
環
境
は
無
い
と
思
っ

た
も
の
だ
っ
た
。
先
ず
自
然
。
危
険

過
ぎ
ず
、
山
や
川
が
あ
り
、
少
々
離

れ
て
い
る
が
、
海
も
あ
る
。

　
こ
の
中
井
町
は
電
車
の
駅
が
無
く
、

そ
の
た
め
か
歓
楽
街
の
様
な
も
の
も

無
い
。

　
ま
た
、
近
く
の
町
に
行
く
に
は
小

さ
い
と
は
言
え
、
山
を
越
え
な
く
て

は
行
け
な
い
。

　
そ
し
て
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
あ

る
程
度
大
き
く
な
る
と
、
当
た
り
前

の
様
に
そ
の
山
を
越
え
て
町
へ
出
て

い
く
。
ま
る
で
子
宮
の
中
の
様
に
子

ど
も
た
ち
は
守
ら
れ
、
大
き
く
な
っ

て
い
く
、
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ

て
し
ま
う
。

　
こ
ん
な
中
井
町

は
も
っ
と
評
価
さ

れ
て
も
良
い
の
で

は
な
い
か
と
、
僕

は
思
う
。

　
編
集
委
員
も
新
し
い
体
制
と
な
り
、

は
じ
め
て
の
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け

し
ま
す
。

　
現
在
、
議
会
で
は
全
員
参
加
の
議

会
改
革
推
進
協
議
会
が
発
足
し
、
蔬

月
に
成
立
し
た
議
会
基
本
条
例
の
実

践
の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
も
議
会
広
報
広
聴
活

動
の
窓
口
の
一
つ
と
し
て
、
議
会
改

革
推
進
の
大
き
な
役
目
を
担
う
と
考

え
、
紙
面
の
工
夫
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
。

　
議
会
の
動
き
を
わ
か
り
や
す
く
お

伝
え
す
る
と
と
も
に
、
可
能
な
限
り

特
集
ペ
ー
ジ
を
入
れ
、
町
民
の
み
な

さ
ん
と
の
接
点
を
広
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ご
意
見
ご
感
想
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　

委
員
長
　
戸
村
裕
司

　
　
　
　
　

副
委
員
長
　
二
宮
章
悟

　
　
　
　
　

委
　

　
員
　
金
子
正
直

　
　
　
　
　

委
　

　
員
　
曽
我
　
功

　
　
　
　
　

委
　

　
員
　
岸
　
光
男

　
　
　
　
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎（
８１
）　
蔬
蕣
蓴
蔕

＊
＊
＊

＊
＊
＊ 

議
会
の
う
ご
き 

＊
＊
＊
＊

E-mail : gikai@town. nakai. kanagawa. jp　　町HPアドレス  http://www.town.nakai.kanagawa.jp

文
教
民
生
常
任
委
員
会

報
告

総
務
経
済
常
任
委
員
会

報
告

5
　
月

6
　
月

7
　
月

　
5
月
15
日
号
の
表
紙
写
真
の
タ

イ
ト
ル
に
つ
い
て
、
「
卒
園
」
と
あ

り
ま
す
が
、
正
し
く
は
「
入
園
」

の
誤
り
で
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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